
 
 
 
 

授業改善のための意見交換とは？ 

立命館大学では、2006年度後期より、セメスター期間中に受講生と担当教員が、授業

のあり方や学習態度について意見交換し、相互に協力して授業改善を図っていく取り組み

を実施しています。皆さんが日々受講する授業がより理解がし易い、力の身に付く授業と

なるよう、積極的に意見交換に参加してください。 
 

※下記のグラフのとおり、授業中の意見交換への対応度が高い授業ほど、成長への役立

や授業の理解に役立っていることが授業アンケートから明らかになっています。 

 

 

 

セメスターでも、全学的に各授業で授業の中盤に、「Web コースツール」や、「コミュ

ニケーション・ペーパー」「インタラクティブシート」などを活用して、授業改善につい

ての意見交換を行うこととなっています。皆さんも各授業での意見交換に是非参加してく

ださい！（インタラクティブシートは１０月２４日～１１月４日の間に実施します）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   授業改善の為に、意見交換に参加しよう！！ 

 

お問合せ先＞＞教育開発推進機構事務局 教育開発支援課：07７-561-2809 

（衣笠：至徳館4階  BKC：アドセミナリオ1階） 

 

 

＜学生意見対応度と成長役立ち度の相関：2010年度後期授業アンケートに見る意見交換の効果＞
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学生の皆さんへ 


